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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け

て
、
東
灘
（
旧
住
吉
村
呉
田
）
の
豪
商
・
吉
田
家
三
代
に
よ
っ
て
蒐
集
・
整
理
さ
れ
た
好

古
図
譜
で
あ
る
。
藤
原
貞
幹
の
『
集
古
図
』
の
分
類
を
基
礎
と
し
、
手
鑑
状
に
し
た
全
六

四
帖
に
、
拓
本
・
模
写
・
摺
物
、
あ
る
い
は
史
料
現
物
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る（

１
）。
同
館

に
お
け
る
企
画
展
示
「
い
に
し
え
が
、
好
き
っ
！
―
近
世
好
古
図
録
の
文
化
誌
―
」（
二

〇
二
三
年
三
月
七
日
～
五
月
七
日
）
開
催
の
た
め
準
備
中
で
あ
る
が
、
関
連
す
る
資
史
料

が
多
岐
に
わ
た
り
、
展
示
で
は
ご
披
露
し
き
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
ご
く
小
さ
な
覚
え
書
き

を
示
し
、『
集
古
帖
』
の
世
界
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
。

『
集
古
帖
』
の
「
肖
像
」
帖
に
は
、
古
人
の
肖
像
お
よ
び
絵
巻
か
ら
の
抜
き
描
き
が
貼

り
込
ま
れ
て
い
る
。
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
貴
族
の
肖
像
（
似
絵
）
を
集
め
た
列
影
図

も
収
め
ら
れ
、
二
条
良
実
（
福
光
園
関
白
：
一
二
一
六
～
七
〇
）
の
肖
像
が
抜
き
写
し
さ

れ
て
い
る
【
13
頁
】。
図
に
添
え
ら
れ
た
注
記
を
示
す
。

　

良
実
公
像　
大
臣
似
絵
の
抜
う
つ
し
物
也
、
仲
公
写
本
狩
野
家
本
也
、

　

大
臣
似
絵
下
／
関
白
良
実
公
／
二
条
殿
元
祖

　

大
臣
似
絵
下
／
惣
略
也
、
／
以
入
道
宮
御
／
本
写
之
、
／
永
禄
六
十
二
廿
四

　

久本
云

我、

大
納
言
通
尚
卿
以
絵
本
写
之
、
／
採
色
土
佐
将
監
入
道
経
光

　

宝
徳
三
年
十
月
日

最
後
の
本
奥
書
に
み
え
る
「
土
佐
将
監
入
道
経
光
」
は
、
絵
師
・
土
佐
行
広
の
法
名

で
、
興
聖
寺
所
蔵
「
涅
槃
図
」
の
画
面
に
「
土
佐
守
入
道
法
名
経
光
筆
」
の
落
款
が
あ

り
、
裏
書
の
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
修
補
銘
に
よ
っ
て
、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）

の
制
作
と
判
断
さ
れ
て
い
る（

２
）。

こ
の
事
例
は
行
広
の
作
画
活
動
の
終
見
と
な
っ
て
お
り
、

『
集
古
帖
』
の
注
記
は
、
同
年
の
行
広
の
記
録
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
行

広
の
初
見
は
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
で
、
最
晩
年
と
な
る
が
、
藤
原
隆
信
・
信
実
の

家
系
に
よ
る
似
絵
様
式
の
作
品
に
直
接
触
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
「
採
色
」
と
わ
ざ

わ
ざ
注
記
す
る
の
は
、
親
本
が
白
描
や
淡
彩
、
あ
る
い
は
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
「
公
家

列
影
図
」
の
よ
う
に
服
飾
は
略
画
で
あ
っ
た
な
ど
の
事
情
も
想
定
さ
れ
る
。
久
我
通
尚
は

時
に
権
大
納
言
で
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
に
内
大
臣
に
昇
り
、
文
明
五
年
（
一
四
七

三
）
に
は
将
軍
足
利
義
尚
の
元
服
に
と
も
な
っ
て
名
を
通
博
と
改
め
て
い
る
か
ら
、
こ
の

本
奥
書
に
は
同
時
代
性
が
認
め
ら
れ
る
。
奥
書
の
通
例
と
し
て
、
久
我
通
尚
が
所
持
す
る

絵
本
を
転
写
し
た
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。
宝
徳
三
年
以
前
に
も
通
尚
―
経
光
の
組
み
合
わ

せ
は
成
り
立
ち
う
る
が
、
宝
徳
三
年
の
こ
と
と
理
解
し
て
良
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
『
集
古
帖
』
に
収
め
ら
れ
た
写
し
は
、
宝
徳
三
年
の
経
光
彩
色
本
を
、
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
に
︑
さ
ら
に
転
写
し
た
本
か
ら
の
抜
き
写
し
と
な
る
。
永
禄
写
本
の
親
本

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
入
道
宮
と
は
、
伏
見
宮
の
貞
敦
親
王
で
あ
る（

３
）。
貞
敦
は
天
文
十
四
年

（
一
五
四
五
）
に
出
家
す
る
も
、
息
の
邦
輔
親
王
が
こ
の
永
禄
六
年
三
月
二
十
六
日
に
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
、
同
年
十
二
月
二
十
一
日
に
孫
の
貞
康
を
元
服
さ
せ
て
親
王
宣
下
を
受

け
て
お
り
、
貞
敦
が
家
督
を
預
か
っ
て
い
る
時
期
に
相
当
す
る
。
奥
書
に
は
十
二
月
二
十

四
日
と
あ
っ
て
、
こ
の
画
巻
が
転
写
さ
れ
た
契
機
に
は
、
伏
見
宮
家
の
家
督
継
承
に
伴
う

家
産
の
点
検
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

永
禄
写
本
の
親
本
が
伏
見
宮
家
に
あ
っ
た
と
な
れ
ば
、
宝
徳
奥
書
の
書
き
様
は
、
い
か

に
も
後
崇
光
院
貞
成
親
王
（
一
三
七
二
～
一
四
五
六
）
の
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。『
看

聞
日
記
』
の
日
次
記
は
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
に
て
終
わ
る
が
、
そ
れ
以
降
に
も
後
崇

光
院
の
絵
巻
披
見
は
確
認
さ
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
「
放
屁
合
戦
絵
巻
」
奥
書

「
定
智
筆
、
以
御
室
絵
本
写
之
、
／
文
安
六
年
五
月
日
」、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
儛
絵（

４
）」（
い

わ
ゆ
る
『
信
西
古
楽
図
』）
奥
書
「
三本

云

条
、

宮
書　

御
室
絵
／
舞
銘　

当
今
宸
筆
／
宝
徳
元

年
九
月
日
」、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
粉
河
寺
縁
起
』（
七
巻
本
詞
書
）
奥
書
「
宝
徳
四
年

三
月
日
、
馳
筆
書
写
訖
、
／
僻
字
僻
書
如
本
也
、」【
14
頁
】
は
後
崇
光
院
の
筆
跡
で
類
例

史
料
紹
介
と
研
究

藤
原
　
重
雄

国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
所
蔵

『
聆
涛
閣
集
古
帖
』所
収「
二
条
良
実
似
絵
写
」

　
―
列
影
図
の
伝
来
に
関
連
し
て
―
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と
な
る
（
た
だ
し
「
本
云
」
の
性
格
は
異
な
る
）。
後
崇
光
院
が
絵
巻
を
取
り
寄
せ
て
写

本
を
作
成
し
、
手
元
に
残
す
行
為
は
、
晩
年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た（

５
）。

後
崇
光
院
は
こ
れ
以
前
に
も
列
影
図
を
披
覧
し
て
い
る
。『
看
聞
日
記
』
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）
五
月
二
十
五
日
条
に
は
「
諸
家
似
絵
一
巻
、（
綾
小
路
）
有
俊
朝
臣
持
参
、

中
院
大
納
言
（
通
淳
）
感
得
云
々
、
此
絵
持
明
院
殿
宝
蔵
絵
、
伏
見
殿
御
絵
と
奥
書
ニ
あ

り
、
御
使
物
持
来
買
得
云
々
、
執
柄
以
下
諸
家
有
数
輩
、」
と
あ
る
。「
一
巻
」
に
「
執
柄

以
下
諸
家
」
を
重
視
す
る
な
ら
、
天
皇
は
含
ま
ず
、
摂
関
と
な
ら
な
か
っ
た
諸
大
臣
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
「
天
子
摂
関
御
影
」
の
よ
う
な

摂
関
と
大
臣
と
が
別
巻
に
な
る
構
成
と
は
異
な
る
も
の
だ
ろ
う
。
家
伝
来
で
は
な
く
購
入

し
た
と
こ
ろ
の
列
影
図
が
、
同
じ
村
上
源
氏
の
一
族
間
で
贈
答
に
用
い
ら
れ
た
り
、
譲
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
う
る
が
確
証
は
な
い（

６
）。

＊　

　

＊　

　

＊

天
皇
・
摂
関
・
大
臣
ら
の
似
絵
を
連
ね
た
列
影
図
巻
で
、
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
ま
で
に

成
立
し
た
原
本
と
し
て
扱
わ
れ
る
作
例
は
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
「
天
子
摂
関
御

影
」【
14
頁
】、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
「
公
家
列
影
図
」、
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
天
皇
摂

関
御
影
」
の
三
点
で
、
二
条
良
実
は
前
二
点
に
含
ま
れ
る
。『
集
古
帖
』
所
収
図
は
、
面

貌
は
相
通
じ
る
が
、
そ
の
姿
態
（「
公
家
列
影
図
」
で
は
背
面
を
見
せ
て
い
る
）
や
足
先

を
描
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
本
と
は
別
系
統
の
図
様
と
み
な
せ
る
。

江
戸
時
代
以
降
の
写
本
・
模
本
と
見
な
さ
れ
る
作
例
で
は
、「
天
子
摂
関
御
影
」
の
転

写
本
や
増
補
本
が
多
い
も
の
の
、
異
な
る
系
統
の
画
巻
も
若
干
あ
る
。
代
表
的
な
一
つ
は

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
前
、
簡
単
な
紹
介
を
行
っ
た
が（

７
）、
そ

の
際
に
「
天
子
摂
関
御
影
」
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
の
解
説
冊
子（

８
）の
確
認
を
怠
り
、
諸
本
の
紹

介
を
見
落
し
た
の
は
失
考
で
あ
っ
た
。
東
山
御
文
庫
本
［
勅
封
一
三
九
－
一
－
一
～
四
］

巻
子
四
軸
は
、
下
記
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
（
陽
明
文
庫
に
も
㈠
～
㈢
あ
り
）。

㈠　
「
天
皇
似
絵
」。
外
題
「
似
絵
」。
鳥
羽
院
～
後
醍
醐
院
に
続
け
て
、
後
光
厳
院

（「
天
子
摂
関
御
影
」
で
は
か
つ
て
錯
簡
し
て
い
た
）・
後
円
融
院
・
正
親
町
院
・
陽

光
院
・
後
陽
成
院
を
含
む
。

㈡　
「
大
臣
似
絵
」
上
巻
。
外
題
「
似
絵
〈
大
臣
〉
上
」。
大
臣
影
一
。
宗
忠
～
忠
経
。

摂
関
に
な
っ
た
者
も
含
め
て
、
任
大
臣
順
に
配
列
す
る
。

㈢　
「
大
臣
似
絵
」
下
巻
。
外
題
「
似
絵
〈
大
臣
〉
下
」。
大
臣
影
二
。
道
経
～
冬
忠
、

お
よ
び
足
利
義
満
・
義
持
・
義
教
。
摂
関
に
な
っ
た
者
も
含
み
、（
二
）
の
続
く
歴

代
大
臣
に
室
町
将
軍
三
代
を
付
加
し
た
も
の
。

㈣　

外
題
「
似
絵
」。
大
臣
影
三
。
通
雅
～
兼
季
の
大
臣
の
み
で
、
家
経
以
下
の
摂
関

は
不
在
。

二
条
良
実
は
㈢
に
含
ま
れ
、『
集
古
帖
』
所
収
図
と
笏
を
持
つ
腕
の
形
が
同
じ
で
、
外

題
に
も
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
同
一
祖
本
に
由
来
す
る
。
東
山
御
文
庫
本
に
は
奥
書

が
な
く
、
後
陽
成
院
を
含
ん
だ
全
体
と
し
て
同
時
期
の
成
立
で
、
江
戸
時
代
前
期
頃
の
作

例
と
な
る
か
ら
、『
集
古
帖
』
所
収
図
の
直
接
の
祖
本
と
は
な
り
え
な
い
。

東
山
御
文
庫
本
㈢
と
の
関
わ
り
で
重
要
な
模
本
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
臣
影
」

［チ
04-01023

］
が
あ
る（
９
）【

12
頁
】。
冒
頭
の
道
経
の
銘
と
体
の
一
部
が
欠
失
し
た
状
態
を
写

し
て
い
る
。
奥
書
に
「
右
大
臣
影
一
巻
者
、
大
御
番
石
川
七
左
衛
門
、
従
京
都
所
携
古
写
本

也
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
五
月
廿
五
日
伝
模
畢
、
文
晁
」
と
あ
り
、
冒
頭
に
「
写
山
楼

画
本
」（
谷
文
晁
一
門
の
粉
本
・
模
本
類
）
の
印
記
も
あ
る
。
洋
風
画
を
描
く
石
川
大
浪
が

京
都
か
ら
も
た
ら
し
た
「
古
写
本
」
を
、
谷
文
晁
が
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
複
模

本
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
白
描
の
精
緻
な
写
し
で
、
詳
細
な
色
名
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
注
記
の
均
質
さ
や
衣
の
文
様
は
転
写
的
で
あ
る
。
文
晁
一
門
に
お
け
る
「
古
写
本
」

の
意
味
を
確
定
し
難
く
、
早
大
本
は
間
に
模
写
を
含
む
複
模
本
の
よ
う
だ
が
、
本
格
的
な
彩

色
と
袍
の
文
様
が
描
か
れ
た
画
巻
の
存
在
を
示
す
資
料
と
な
る
。
こ
の
「
大
臣
似
絵
」
下
巻

は
、
末
尾
に
付
加
さ
れ
た
足
利
将
軍
三
代
、
と
く
に
嘉
吉
元
年
に
殺
害
さ
れ
た
義
教
の
画
像

を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
も
論
点
と
な
る
。
衣
紋
線
は
必
ず
し
も
正
確
に
転
写
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
が
、『
集
古
帖
』
所
収
図
と
異
な
っ
て
お
り
、
早
大
本
が
宝
徳
本
も
し
く
は
そ
の
親
本
を

写
し
た
の
か
判
断
で
き
な
い
も
の
の
、
近
し
い
作
品
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
集
古
帖
』
に
貼
り
込
ま
れ
た
写
し
は
、
後
崇
光
院
が
模
写
さ
せ
て
手
元
に
残
し
た
列

影
図
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
そ
れ
が
中
世
成
立
の
画
巻
と
し
て
は
現
存
し
な
い
系

統
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
引
き
続
き
関
連
史
料
の
探
索
に
努
め
た
い）

（1
（

。
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註（
１
）
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
藤
原
「
歴
博
け
ん
き
ゅ
う
便
七
二　

共
同
研
究
『
聆
涛
閣
集
古
帖
』

の
総
合
資
料
学
的
研
究
」（『
歴
博
』
二
一
六
、
二
〇
一
九
年
）
に
て
現
段
階
で
の
理
解
を
示
し
た
。

『
集
古
帖
』
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
のkhirin

サ
イ
ト
よ
り
全
図
がW

eb

公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
宮
島
新
一
『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
』（
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
一
四
五
・
六
、
二
八
四
頁
、

髙
岸
輝
『
室
町
王
権
と
絵
画
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
二
二
一
頁
。

（
３
）
後
奈
良
天
皇
皇
子
で
曼
殊
院
門
跡
の
覚
恕
（
正
親
町
天
皇
の
兄
弟
）
は
、『
言
継
卿
記
』
で

「
曼
殊
院
宮
」
と
表
記
さ
れ
、「
入
道
宮
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
編
『
陽
明
文
庫
蔵
舞
絵
〔
舞
楽
散
楽
図
〕・
法
隆
寺
旧
蔵

揩
鼓
』
日
本
音
楽
史
料
叢
刊
一
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。

（
５
）
他
に
『
天
稚
彦
草
紙
絵
巻
』
の
模
本
の
一
つ
に
文
安
五
年
十
月
の
奥
書
が
あ
る
と
い
い
、
宝

徳
元
年
九
月
に
は
東
寺
か
ら
『
弘
法
大
師
行
状
絵
巻
』
を
借
り
出
し
て
い
る
。
藤
原
「
東
寺
本

『
弘
法
大
師
行
状
絵
巻
』
の
披
覧
記
事
」（
佐
野
み
ど
り
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
造
形

の
ポ
エ
テ
ィ
カ
』
青
簡
舎
、
二
〇
二
一
年
）
五
四
〇
・
一
頁
。

（
６
）
宝
徳
二
年
に
中
院
通
淳
は
六
十
二
歳
で
権
大
納
言
を
辞
し
、
息
子
の
左
中
将
通
秀
（
二
十
三

歳
）
が
参
議
に
任
じ
ら
れ
、
久
我
通
尚
は
文
安
元
年
に
任
権
中
納
言
、
同
五
年
に
任
権
大
納
言
、

宝
徳
三
年
に
は
二
十
六
歳
で
、
そ
の
父
清
通
は
前
内
大
臣
（
五
十
九
歳
）
で
あ
っ
た
。
後
年
と

な
る
が
、
通
秀
は
通
博
（
通
尚
）
息
の
通
世
を
養
子
に
迎
え
る
。

（
７
）
藤
原
「
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本
「
大
臣
似
絵
」
覚
書
」（
田
島
公
編
『
目
録
学
の
構
築
と
古
典

学
の
再
生
（
二
〇
一
一
年
度
報
告
書
）』（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
二
年
）。

（
８
）「「
天
子
摂
関
御
影
」
解
題
」（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
六
八
年
）。
平
林
盛
得
「
天
子
摂
関
御

影
と
公
家
列
影
図
―
所
収
人
名
を
中
心
と
し
て
―
」（『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
二
六
、
角
川

書
店
、
一
九
七
八
年
）
で
は
割
愛
さ
れ
た
情
報
に
属
す
る
。

（
９
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
よ
り
画
像W
eb

公
開
。
同
館
に
は
同
書
名
の
『
大
臣
影
』
一
巻
［チ

04-06312

］
も
所
蔵
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
本
の
写
し
で
あ
る
。

（
10
）
こ
の
他
に
二
条
良
実
の
似
絵
が
取
り
込
ま
れ
た
と
思
し
い
作
品
に
、
金
刀
比
羅
宮
所
蔵
『
な

よ
竹
物
語
絵
巻
』
が
あ
る
。
若
杉
準
治
『
似
絵
』（『
日
本
の
美
術
』
四
九
六
、
至
文
堂
、
二
〇

〇
五
年
）
七
八
頁
、
藤
田
紗
樹
「
な
よ
竹
物
語
絵
巻
」
と
似
絵
の
関
係
を
め
ぐ
る
考
察
」（『
千

葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
七
年
）・
同
「「
な
よ
竹
物
語
絵
巻
」
の
図
像
表

現
と
制
作
背
景
に
つ
い
て
の
試
論
」（『
美
術
史
』
一
八
六
、
二
〇
一
九
年
）。
詳
述
は
機
会
を
改

め
る
が
、
藤
田
論
文
は
物
語
絵
巻
へ
の
似
絵
の
適
用
を
提
示
す
る
も
、
詞
書
の
み
が
残
る
似
絵

の
行
事
絵
『
承
元
御
鞠
記
』
の
存
在
に
も
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
大
画
面
へ
の
改
作
と
思
し
い

『
実
躬
卿
記
』
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
五
月
四
日
条
も
参
照
。

【
謝
辞
】
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
原
本
調
査
の
機
会
を
賜
り
、
図
版
掲
載
に
は
所
蔵
各
機
関
の
ご

高
配
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

早稲田大学図書館所蔵『大臣影』［チ 04-01023］のうち「関白良実公」 奥書 印記
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国立歴史民俗博物館所蔵『聆涛閣集古帖』肖像［H-1660-7］のうち「良実公像」 
（khirin　https://khirin-a.rekihaku.ac.jp/reitoukakushukocho/h-1660-7 より）
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